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──周作クラブ会報──

お
知
ら
せ

◆
第
9
回
・
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
「
東
京
下

町
に
遠
藤
文
学
を
訪
ね
て
」
コ
ー
ス
案
内

	

2
日
間
の
旅
行
予
定
が
以
下
の
通
り
決
ま

り
ま
し
た
。す
で
に
仮
申
込
さ
れ
た
方
に
は
、

予
定
表
と
正
規
の
参
加
申
込
書
を
お
送
り
し

て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
24

日
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
け
、
あ
る
い
は
25

日
の
屋
形
船
だ
け
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

希
望
者
は
至
急
、
左
記
の
旅
行
社
の
係
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
い
。

5
月
24
日
（
日
）
集
合
・
午
前
9
時
30
分
。

	

「
東
京
駅
」
丸
の
内
南
口
鍛
冶
橋
駐
車
場
。

駅
よ
り
徒
歩
3
分
。
大
型
バ
ス
2
台
に
分

乗
し
、
ま
ず
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
府
中
墓
地

へ
。遠
藤
先
生
の
お
墓
に
お
参
り
し
た
後
、

「
埋
も
れ
た
古
城
」
に
登
場
す
る
世
田
谷

城
址
公
園
へ
。
こ
の
間
、
昼
食
は
お
弁
当

を
用
意
し
ま
す
。
古
城
址
の
あ
と
は
一
路

浅
草
へ
。
午
後
4
時
ご
ろ
に
は
浅
草

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
予
定

で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ま
で
自
由
時
間
。
午
後

6
時
か
ら
、
い
よ
い
よ
懇
親
大
パ
ー

テ
ィ
ー
。
ま
ず
は
30
分
間
、
遠
藤
先
生
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
未
公
開
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

楽
し
い
懇
親
会
へ
。
着
席
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形

式
で
す
。午
後
8
時
に
は
終
了
予
定
で
す
。

5
月
25
日
（
月
）
午
前
中
は
歴
史
文
学
散
歩

で
す
。
ま
ず
は
9
時
ご
ろ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

を
出
発
し
、
雷
門
か
ら
仲
見
世
を
通
っ
て

浅
草
寺
へ
お
参
り
。
言
問
橋
を
渡
っ
て
、

三
囲
神
社
か
ら
長
命
寺
へ
。
桜
餅
を
買
っ

た
ら
す
ぐ
近
く
の
言
問
団
子
の
店
に
も
寄

り
、
桜
橋
を
渡
っ
て
待
乳
山
の
聖
天
さ
ん

へ
。
恋
愛
成
就
を
祈
願
（
？
）
し
た
ら
墨

田
公
園
を
は
た
目
に
吾
妻
橋
へ
。
い
よ
い

よ
本
日
の
メ
イ
ン
、
遠
藤
先
生
も
楽
し
ん

だ
同
じ
船
宿
の
屋
形
船
へ
乗
船
。
12
時
30

分
出
発
予
定
で
、
新
鮮
な
魚
介
の
天
ぷ
ら

を
食
べ
放
題
。
掘
り
ご
た
つ
式
で
足
も

楽
々
。
た
だ
し
60
名
が
定
員
で
す
の
で
、

先
着
順
で
締
切
り
ま
す
。
さ
て
隅
田
川
の

川
下
り
と
東
京
湾
の
遊
覧
を
楽
し
ん
で
…

3
時
す
ぎ
に
は
吾
妻
橋
に
戻
っ
て
解
散
で
す
。

受　

付	

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
㈱
「
遠
藤
周
作
原

点
の
旅
」
係
福
田
・
近
沢
さ
ん
へ
。
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◆
文
学
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

	

〈
遠
藤
周
作
と
東
京
の
下
町
・
浅
草
〉

講　

師	

加
藤
宗
哉
・
高
橋
千
劔
破
ほ
か

日　

時	

4
月
18
日
（
土
）
午
後
3
時
～
5
時

会　

場	

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ（
３
Ｆ
会
議
室
）

地
下
鉄
東
西
線
か
日
比
谷
線
「
茅

場
町
」
下
車
3
、
4
分
。
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申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
尚
、
終
了
後
お
時
間
の
あ
る

方
は
懇
談
会（
２
０
０
０
円
程
度
）

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

	

5
月
24
日
・
25
日
の
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
・

「
東
京
下
町
に
遠
藤
文
学
を
訪
ね
て
」
の
旅

行
説
明
会
を
兼
ね
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
東
京

を
舞
台
に
し
た
遠
藤
文
学
や
遠
藤
周
作
が
愛

し
た
浅
草
の
町
な
ど
に
つ
い
て
、
加
藤
宗
哉

幹
事
が
語
り
ま
す
。
原
点
の
旅
の
参
加
予
定

者
だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊

	

﹁
狐
狸
庵
人
生
論
﹂
河
出
書
房
新
社

�

２
０
０
９
年
１
月
発
行
・
６
８
０
円

	
―

人
生
に
は
ひ
と
つ
と
し
て
無
駄
な
も

の
な
ど
な
い
。
挫
折
こ
そ
が
生
き
る
意
味

を
教
え
て
く
れ
る
の
だ
。―

生
き
る
勇

気
と
感
動
を
与
え
る
エ
ッ
セ
イ
43
篇
。

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

	

〈「
遠
藤
周
作
の
生
涯
と
文
学
⑮
～

�

『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
を
読
む
〉

日　

時	

3
月
14
日
、
4
月
18
日
、

				




5
月
16
日
、
6
月
13
日
（
土
）

				




３
時
20
分
～
４
時
50
分

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

				




（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）
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山
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道
公

受
講
料　

１
回
２
千
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
部
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内　

容　

遠
藤
氏
が
病
床
体
験
で
出
会
っ
た

苦
し
み
の
同
伴
者
で
あ
る
母
な
る

イ
エ
ス
像
を
求
め
て
、
聖
書
研
究

と
聖
地
巡
礼
を
行
な
っ
た
結
実
で

あ
る
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
を
読
み

解
き
、
日
本
人
に
も
実
感
で
き
る

イ
エ
ス
像
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◆
編
集
後
記

▼
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
今
年
は
年
賀
状
を
一
枚

も
書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
七
百
枚
も

印
刷
し
た
の
で
す
が
、
年
末
年
始
と
多
忙
を
極
め
、

暮
に
下
痢
を
し
た
り
新
年
早
々
風
邪
を
ひ
い
た
り

と
体
調
も
崩
し
て
、
松
が
明
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
作
家
の
早
乙
女
貢
さ
ん
が
10
月
末

に
倒
れ
、
12
月
23
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

▼
早
乙
女
さ
ん
は
、
遠
藤
先
生
が
日
本
ペ
ン
ク
ラ

ブ
会
長
で
あ
っ
た
4
年
間
、
理
事
と
し
て
ま
た
企

画
事
業
委
員
長
と
し
て
遠
藤
体
制
を
支
え
た
一
人

で
す
。
そ
の
後
も
遠
藤
会
長
の
あ
と
を
受
け
た
尾

崎
秀
樹
会
長
の
も
と
で
専
務
理
事
を
つ
と
め
ま
し

た
。
僕
は
、
こ
の
遠
藤―

尾
崎―

早
乙
女
ラ
イ
ン

の
も
と
で
、
委
員
ま
た
理
事
と
し
て
働
き
ま
し
た

が
、
お
三
人
共
に
、
そ
の
文
学
世
界
と
も
深
く
関

わ
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
方
々
で
す
。

▼
早
乙
女
さ
ん
と
は
四
十
年
を
超
え
る
付
き
合
い

で
、
執
筆
三
十
年
余
に
及
ん
だ
超
大
作
『
会
津
士

魂
』（
正
続
全
21
巻
）
の
編
集
と
解
説
は
、
僕
の

主
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
そ
の
早
乙
女
さ
ん
が

倒
れ
た
と
き
、
奥
様
は
す
で
に
亡
く
、
お
子
さ
ん

も
身
寄
り
も
な
い
た
っ
た
一
人
の
状
況
で
、
僕
と

何
人
か
の
親
し
か
っ
た
編
集
者
た
ち
が
、
闘
病
生

活
を
支
え
最
期
を
看
取
り
ま
し
た
。
年
賀
状
が
書

け
な
か
っ
た
理
由
で
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
34
号

�

２
０
０
9
年
2
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
編　
　

集　

岡
田
厚
美
、
黒
澤
政
子
、
近
藤
恭
弘
、

	

　
　
　
　
　

矢
内
一
正

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
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●
次
回
の
会
報
発
行
は
５
月
の
予
定
で
す
。

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）
は
た
っ�

た
の
３
千
円
、
な
ん
と
月
額
２
５
０
円
で

す
。
年
４
回
、
遠
藤
文
学
に
関
す
る
様
々

な
情
報
が
載
る
こ
の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ

か
、
会
が
主
催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
遠
藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅

行
会
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若
い
人
も
大
歓
迎

で
す
。
ま
た
会
員
の
方
も
、
ど
う
ぞ
ご
家
族

や
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記

の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ
ば
、
折

返
し
会
費
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。




